
 
第
十
六
回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り 

連
日
大
盛
況
！ 

去
る
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十

三
日
（
土
）
・
十
四
日

（
日
）
の
二
日
間
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

と
平

城
東
公
民
館
の
共
催
で
第
十
六
回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
ひ
び
け
・
輝
け
・
地
域
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
・
・
・
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
民
館
の
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
の
学
習
成
果
の
発
表
・
展
示
、
他
に
も
各
種
体
験
コ
ー
ナ

ー
・
料
理
バ
ザ
ー
・
餅
つ
き
・
豚
汁
・
山
野
草
即
売
会

な
ど
、

会
場
は
み
ん
な
の
笑
い
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
朱
雀
保
育
園
の
園
児
達
が
可
愛
い
ら
し
く 

～
「公
民
館
ま
つ
り
」
を
終
え
て
～ 

さ
わ
や
か
に
晴
れ
わ
た
っ
た
朝
、
朱
雀
保
育
園

園
児
の
お
神
輿
の
ワ
ッ
シ
ョ
イ
で
始
ま
っ
た
第
十
六

回
平
城
東
公
民
館
ま
つ
り
。
第
二
会
場
ふ
れ
あ
い

会
館
と
共
に
開
催
し
、
各
学
習
グ
ル
ー
プ
が
一
年

間
研
鑽
さ
れ
た
成
果
を
発
表
さ
れ
、
盛
会
裏
に

終
え
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ご
来
場
・
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

発
表
・
展
示
・
体
験
等
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
さ
れ
、

皆
様
に
夢
と
感
動
を
与
え
た
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。 

〝
せ
ん
と
君
〟
も

二
日
間
応

援
に
駆
け
付

け
、
地
域
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
の
絆
を
一
層
強

固
に
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

私
た
ち
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
会
館
に
集
う
自
活

協
会
員
は
今
後
と
も
『
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中

で
・
・
・
』
精
力
的
に
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 

（
自活
協
会
長 

田
部 

拓
生
）

 

◎
公
民
館
ま
つ
り
開
催
に
際
し
て 

ア
グ
リ
ロ
ー
ド
う
た
ひ
め 

 
 
 

金
二
千
円
也

平
城
東
山
野
草
愛
好
会 

 
 
 

金
三
千
円
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

山
野
草
十
鉢
也

男
の
料
理
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
三
千
円
也

自
活
協
へ
の
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
晴
れ
晴
れ

と
し
た
空
の
下
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
昨
年
よ
り
実
り
の
多
い
一
年
に
な
る
よ
う
願
い
、
空

に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
▼
昨
年
は
平
城
遷
都
一
三
〇
〇

年
祭
が
奈
良
県
各
地
で
盛
大
に
行
わ
れ
、
県
内
外
を
始
め
、

諸
外
国
の
方
の
訪
問
も
多
く
、
平
城
宮
跡
会
場
に

は
約
三

六
三
万
人
、
各
地
イ
ベ
ン
ト
に
は
約
一
三
八
〇
万
人
、
計
約

一
七
四
三
万
人
も
の
方
が
訪
れ
た
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
平
城
宮
跡
会
場
は
、
ま
さ
に
一
三

〇
〇
年
前
の
国
際
色
豊
か
だ
っ
た
頃
の
平
城
京
を
髣
髴
さ

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
も
幾
度

と
な
く
会
場
へ
足
を
運
び
、
朱
雀
門
か
ら
大
極
殿
ま
で
の
間

を
歩
き
な
が
ら
、
平
城
京
に
吹
く
風
を
感
じ
、
一
三
〇
〇
年

変
わ
ら
ぬ
風
と
新
し
い
時
代
の
風
に
、
様
々
な
想
い
を
は
せ 

て
い
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
の
方
が
多
く 

お
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
▼
第
一
六
回
平 

城
東
公
民
館
ま
つ
り
も
お
か
げ
さ
ま
を
持
ち
ま 

し
て
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
第
二
会 

場
の
朱
雀
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館
と
と
も
に
、
多
く 

の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
公
民
館
や
ふ
れ
あ

い
会
館
が
地
域
の
交
流
の
場
、
出
会
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
雰
囲
気
、
流
れ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
感

じ
た
の
と
と
も
に
、
公
民
館
ま
つ
り
が
単
に
館
の
ま
つ
り
で
終

わ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
生
涯
学
習
の
推
進
・
発
展

の
た
め
に
、
何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
る
時
期
に
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
▼
お
り
し
も
ポ
ス
ト
一

三
〇
〇
年
に

つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、

公
民
館

も
地
域
に
生
ま
れ
二
〇
年
を

一
昨
年
迎
え

ま
し

た
。
次
の
五
年
・
一
〇
年
を
地
域
の
公
民
館
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
を
考
え
、
そ
の
役
割
を
担
い
、
地
域
と
の

連
携
協
力
を
今
ま
で
以
上
に
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

二
〇
一
一
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
施設
長 

福
王 

聖
樹
） 

平城山

※
「
平
城
東
公
民
館
だ
よ
り 

ひ
び
き
」
は
（
約
七
千
部
）
は
自
治
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
朱
雀
・
左
京
・
佐
保
台
の
各
地
域
に
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

平成２３年（２０１１年）１月１５日 発行『平城東公民館だより ひびき』第３４号 

登
場
し
、
記
念
講
演
で

は
、
『
殯
の
森
』
出
演
の

う
だ 

し
げ
き 

氏
に

「
生
き
る
こ
と
に
つ
い

て
」
と
題
し
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
第
二
会
場
の

朱
雀
ふ
れ
あ
い
会
館
で

も
各
種
発
表
・
展
示
が

あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
せ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 



 

春
を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
と 
き 

平
成
二
十
三
年 

二
月 

二
十
日
（
日
） 

 

午
後
二
時
～
午
後
四
時 

と
こ
ろ 
平
城
東
公
民
館 

二
階 

大
会
議
室 

対 

象 

自
由
入
場 

（
防
災
の
関
係
上
定
員
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

費 

用 

無 

料 

申 

込 

不 

要 

出
演
予
定 

な
ら
や
ま
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
・
ラ
ク
ロ
シ
ュ 

 
 

 
 

 

津
軽
三
味
線
う
た
し
の
会 

他 

平城東公民館 主催事業紹介 （１～３月） 

地
域
に
ひ
び
け
♪ 

朱
雀
地
域 

朱
雀
地
区
防
災
訓
練
を
昨
年
十
一
月
十
四
日

に
実
施
し
ま
し
た
。
消
火
器
で
の
消
化
訓
練
、
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
、
炊
き
出
し
等
を
行
い
ま
し
た
。
阪

神
大
震
災
の
教
訓
に
よ
れ
ば
災
害
発
生
当
初

は
、
警
察
、
消
防
と
も
初
期
救
助
活
動
の
動
き
が

取
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
の
頼
り
が
「
ご
近
所

さ
ん
」
で
す
。
日
ご
ろ
よ
り
親
交
を
深
め
助
け
合

う
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。 

左
京
地
域 

昨
年
十
二
月
十
二
日
「
自
主
防
災
訓
練
」
（
左

京
小
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
百
五
十
人
が
参

加
し
、
防
災
倉
庫
機
材
の
説
明
、
応
急
担
架
の
作

成
、
消
火
器
の
取
扱
い
、
防
災
用
品
の
展
示
。
女

性
防
災
に
よ
る
炊
出
し
訓
練
・
振
舞
い
が
あ
り
、

ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
月
ヶ
瀬
市
場
）
で

は
新
鮮
野
菜
が
、
バ
ザ
ー
で
は
本
・
衣
料
等
が
お

安
く
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

佐
保
台
地
域 

昨
年
十
一
月
十
三
日
、
自
治
連
合
会
と
自
主

防
災
防
犯
協
議
会
の
主
催
で
防
犯
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。
約
百
名
の
参
加
が
あ
り
、
奈
良
警
察

署
生
活
安
全
課
長
の
防
犯
講
演
に
耳
を
傾
け
、

そ
の
あ
と
奈
良
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
を

楽
し
み
ま
し
た
。
地
域
の
犯
罪
発
生
を
ゼ
ロ
に
す

る
た
め
に
、
引
き
続
き
住
民
一
丸
と
な
っ
て
防
犯

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

阿
修
羅
を
運
ん
だ
男
に
聞
く 

 

と 

き 

平
成
二
十
三
年 

二
月 

二
十
六
日
（
土
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
二
時
～
午
後
三
時
三
〇
分 

と
こ
ろ 

平
城
東
公
民
館 

二
階 

大
会
議
室 

内 

容 

東
京
の
「
阿
修
羅
展
」
に
興
福
寺
の
阿
修
羅
像
を
運 

ん
だ
男
に
美
術
品
輸
送
の
舞
台
裏
を
聞
く
！ 

講 

師 

日
本
通
運
美
術
品
事
業
部 

海
老
名 

和
明
さ
ん 

対 

象 

奈
良
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
成
人 

四
〇
人 

申 

込 

『
奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
』 

二
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

そ
の
他 

《
開
催
講
座
》 

す
く
す
く
広
場 

交
流
編 

二
月 

十
八
日
（
金
） 

い
ろ
い
ろ
な
遊
び 

（
講
師
・
保
育
サ
ポ
ー
ト
の
会 

“
ぽ
っ
け
”
）

健
康
編 

三
月 

四
日
（
金
） 

 
 

二
～
三
歳
児
の
親
子
体
操 

（
講
師
・
山
本 

三
歌
代
）

※
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
正
午 

※
申
込
不
要 

 

午
後
一
時
～
三
時
ま
で
和
室
を
開
放

し
て
い
ま
す
。
昼
食
ス
ペ
ー
ス
、
お

も
ち
ゃ
・
絵
本
有
。 

詳
し
く
は
『
奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

《
来
年
度
予
定
講
座
》 

 

◎
東
洋
古
美
術
の
鑑
賞
力
を
究
め
る 

（
四
月
～
六
月
） 

 
◎
す
く
す
く
広
場 

（
五
月
～
翌
年
三
月
） 

 

◎
シ
ニ
ア
健
康
料
理
講
座 

（
五
月
～
九
月
） 

 

◎
子
ど
も
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

（
五
月
～
九
月
） 

※
詳
し
く
は
『
奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
』

四
月
号
・
五
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



平成23年1月15日現在

グ  ル  ー  プ  名 学　　習　　内　　容 学 習 活 動 曜 日

ガールスカウト奈良50団 ボランティア活動 第1・2土曜日 午後

ＹOU＆Ｉ 英語学習 第1・3木曜日　午後

你好 中国語学習 第1・3日曜日  午前

奈na涼su風ka 女声コーラス 毎週水曜日 午前

コール朱雀 女声コーラス 毎週金曜  午前

ならやまハーモニカクラブ ハーモニカ 毎週水曜日 午前

津軽三味線うたしの会 津軽三味線 不定期

ならやま謡曲同好会 観世流謡曲 奇数月第3日曜日 午後

平城東詩吟クラブ 詩吟 毎週土曜日 午前　毎週水曜日 夜

さつき会 書道 第2･4木曜日 午後

書道クラブ  木洋会 書道 第1･3木曜日 午後

書洋会 書道 第1･3木曜日 午前

えのぐ箱 絵画 第1火曜日 午後

東彩会 水彩画 第1･3木曜日 午前

楽しい水彩画クラブ 水彩画 第2・4火曜日 午後

はがき絵の会 はがき絵 第2･4火曜日 午前

男の料理クラブ 料理 第1土曜日 午前

旬を味わう会 料理 第2木曜日 午前

さくら会 健康料理 第3水曜日 午前

ローズマリー健康料理の会 料理 不定期

フランス刺繍 ばらの会 フランス刺繍 第2･4木曜日 午後

平城東山野草愛好会 山野草の栽培研究 第1日曜日 午後

アグリロードうたひめ 野菜作り 不定期

ならやまグラウンドゴルフクラブ グラウンドゴルフ 毎週金曜日 午前

サークル高の原 健康体操（自彊術） 毎週水曜日 午前

ならやま健康体操クラブ 健康体操 毎週金曜日 午後

平城リビング体操 リズム体操 第1・3木曜日 午前

太極拳　健美会 太極拳 毎週木曜日 午後

気功的ヨーガ ヨガ、気功 毎週火曜日 午前　毎週金曜日 夜

新創道 護身術 毎週火曜日 夜　毎週金曜日 夜

フォークダンス すずらん フォークダンス 第1･3･4火曜日 午後

平城東囲碁クラブ 囲碁 第1･3・5土曜日 午後

自主活動グループ連絡協議会加盟グループ紹介

※自主活動グループは、公民館で自主的に学習活動しているグループです。お気軽に公民館まで、見学・お問い合わせください。



 
自主活動グループ紹介

な
ら
や
ま
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ 

今
年
は
当
ク
ラ
ブ
結
成
二
十
周
年
の
記
念

の
年
に
当
た
り
ま
す
。
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
今

年
秋
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
日

時
、
開
催
場
所
等
決
ま
り
ま
し
た
ら
ご
案
内
い

た
し
ま
す
の
で
そ
の
節
は
ぜ
ひ
お
越
し
の
程
お

願
い
致
し
ま
す
。 

  

津
軽
三
味
線
う
た
し
の
会 

年
齢
や
生
活
習
慣
や
環
境
や
体
格
（
？
）
が

違
う
、
不
揃
の
私
達
が
、
津
軽
三
味
線
う
た
し

の
ラ
イ
ヴ
に
な
る
と
息
が
合
い
ま
す
。
普
段
は

楽
し
く
練
習
し
て
い
る
雰
囲
気
が
、
皆
様
に
伝

わ
れ
ば
一
番
嬉
し
い
こ
と
で
す
。 

  

な
ら
や
ま
謡
曲
同
好
会 

謡
（
う
た
い
）
－
ナ
ニ
コ
レ
？
能
は
謡
、
囃
子
、

舞
の
三
要
素
の
連
繋
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
謡
は
能
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
し
、
風
景

や
心
理
を
描
写
し
ま
す
。
奇
数
月
第
三
日
曜

日
（
変
更
あ
り
）
昼
下
が
り
、
同
好
者
と
楽
し

ん
で
い
ま
す
。 

  

平
城
東
詩
吟
ク
ラ
ブ 

昨
年
の
平
城
遷
都
千
三
百
年
祭
で
は
、
県

下
か
ら
選
抜
さ
れ
た
百
五
十
名
が
天
平
衣
装

を
着
け
た
剣
・
詩
舞
を
交
え
た
吟
詠
に
出
演
し

好
評
で
し
た
。
今
年
は
万
葉
集
を
中
心
に
練

習
予
定
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に
お

越
し
下
さ
い
。 

☆
防
災
訓
練 

十

一

月

二

十

四

日

（
水
）
自
活
協
の
皆
様

の
協
力
に
よ
り
防
災

訓
練
を
し
ま
し
た
。
避

難
訓
練
や
水
消
火
器

を
使
っ
て
の
消
火
訓

練
を
し
て
、
み
ん
な
で

万
が
一
の
事
態
に
備

え
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

会
員
の
皆
様
方
に
は
今
年
度
も
、
原
稿
依

頼
、
公
民
館
ま
つ
り
の
協
力
、
交
流
会
の
参
加
な

ど
、
多
数
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（自
活
協
Ｓ
・
Ｋ
） 

さ
つ
き
会
（
書
道
） 

初
心
の
方
は
基
礎
か
ら
始
め
ま
す
。
漢
字

や
万
葉
集
の
歌
等
の
作
品
は
青
丹
会
に
送
り

進
級
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ほ
か
に
今
年
も
南

都
八
景
の
歌
を
書
き
ま
す
。
長
生
き
の
秘
訣

は
好
き
な
こ
と
を
楽
し
く
す
る
こ
と
。
稽
古
日

第
二
、
第
四
木
曜
日
午
後
。 

 

書
洋
会 

墨
で
美
し
く
字
が
書
け
れ
ば
と 

思
い
公
民
館
で
書
道
の
学
習
を
学 

ん
で
い
ま
す
。
毎
月
第
一
・
三
木
曜
日
の
午
前

中
に
皆
さ
ん
と
楽
し
く
上
達
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
是
非
ご
一
緒
に
書
道
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

書
道
ク
ラ
ブ 

木
洋
会 

毎
月
第
一
木
曜
日
午
後
、 

須
藤
蘭
苑
先
生
の
下
で
、
書 

道
の
上
達
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
漢
字
楷
行
草

や
仮
名
文
字
、
ペ
ン
習
字
な
ど
の
実
用
か
ら
、

和
歌
漢
詩
の
一
節
を
条
幅
に
書
く
趣
味
の
書

道
ま
で
、
幅
広
く
学
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

え
の
ぐ
箱 

陶
芸
仲
間
が
絵
画
も
や
り
た
い
と
始
め
て

五
年
。
今
え
の
ぐ
箱
に
は
七
色
の
絵
の
具
が
入

っ
て
い
ま
す
。
月
一
回
四
時
間
、
季
節
感
を
取

り
入
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
静
物
画
を
主
に
、
鮎
川

先
生
の
下
、
腕
と
感
性
を
磨
い
て 

い
ま
す
。 

「
ひ
び
き
」ち
ょ
こ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス 

☆
自
活
協
に
よ
る
館
内
大
清
掃
！ 

十
一
月
二
十
四
日
（
水
）
に
自
活
協
の
皆
様
に
よ

っ
て
平
城
東
公
民

館
を
大
清
掃
し

ま
し
た
。
参
加
者

は
七
十
人
を
超

え
、
館
内
は
と
っ

て
も
美
し
く
な
り

ま
し
た
。 
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